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【緒言1
　液体表面上での別 の液体の spreading は 2 種の液体の表 面張力 差を駆 動力としており、

spreading 係数△ γ （下地液体の 表面張カー
spreading させる液体の 表面張カ

ー
界面張力）

が正 の場合 にのみ起 こる。 また、その spreading 半径 r は．　r　Qc　t
“

（α ≒ 0、75）とい っ た時 間 t の

べ き乗則に従うことが知られてい る。

一方、粘度が無限大に相当する固体表面上 における液体

の濡れ 半径 r も、 7 碗
α

（α ≒ 0．1）の べ き乗則 に従う。 我々 は固体と液 体の 両方の性質を併せ

持 つ 高分子ゲル 表面上で の spreading につ いて報 告してきたが
1）

、 本研 究では高分子ゲル表 面

上 で種 々 の 溶媒の spreading 挙動を液 体や固体の それ と比 較検討 し、 ゲル の 表面物性 に関 す

る知見を得ることを目的とじ（実験を行っ た。 また、 ゲル の 持っ 架橋が spreading に及ぼす効果 を

ポリマ
ー

溶 液 上 で の それと比 較するこ とにより、粘 弾性 体 として の ゲル ・ポリマ ー溶液上 で の

spreading を評価 する。 （1）Dszab 邸 触 iy・ ・hi，・T．・M ・tsu ・ ・8ぺ PG ・・＆ Yo ・幽 ＾ c1鵬 P鵬 塒 8253 （2・。・）

［実験1
下地のゲル やボlyマ ーは poly−（2・acrylamide −2 −methylpropane 　sulfbnic 　acid ）（PAMPS ）およ

び、 poly−（Acrylamide）（PAAm ）を用い た。ゲル の表 面近傍か ら、
エ タノ

ー
ル に可視化 のためメ

チレン カ レー
を 30mM 溶かして，8 μ ノ滴下し、 その広 がる様子 をヒラ牙 カメラで撮影 、 解析硫 ゲ

ル ・ポリマ
ー溶液の動 的粘弾性測定は財 メータを用い て行っ た。

［結果 ・考察】

　Hg ，1に等しい 高分子 濃度（o．2｝wt．％）を持 つ ゲ

ル （●）とポリマ
ー溶液 （日）上 で の エ タノール の

spreading 半径 r 時聞依存性を示しtc。 挿入図は

01 〈 t＜ 1．0 における両対数プ ロ ットである。
これよ

り、
こ の 高分子 濃度｝こ おける spreading 半径ぽ

ポリマ
ー
溶液 上 で はゲル 上 に比 べ 、遥か に速 く・

大きく広がることが分か っ た。また、spreading 半

径 r は、固体や液体上でのそれと同様 に時 間 t

の べ き乗 α でよく近似できることが分か っ た。

3

2目
と
」

1

0　　　　1　　　 2　　　 3　　　　4
　　　　　　 Ti皿 e 　ls】

Fig」1：　Time　evolution 　of 　ethanol

spreading 　on 　PAMPS 　solut耄on （ロ）and

gel（●）．　 Concentrations　are 　O．2　wt．％ ．

Inset　figure　is　Io9− log　representation ．
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Fig．Z；Ethanol　spread ｛ng 　exponent α as　a

function　of 　concentration ．　Open　and 　filled

circles　denote　spreading 　on 　polymer
solution 　and 　gels，　respectively ．

分 子ゲル の 架橋密度 や 高分 子 の 濃度 に依 らない
。

spreading プ ロ セ スは、架橋効果による高分子網 目サdX
’
kり長い相 関長を持っ 極めて協 同的な

過程で あることを示 唆じ（い るとい える。
一

方 、高濃度側 におい で ま、ポリマ
ー溶液 ・ゲル の 双 方

の α 値 には違い が見 られなか っ た。ポリマ
ー溶液の動的粘弾性測定の 結果 、

この 違 い が現れる

濃度 （F埴2の下 向きの矢印）は、ボ丿マ ー溶液の絡み合い が始まる臨界濃度 であることが分か っ

た。すなわち、高分子 溶液は絡み合 い 濃度以上 におい て 、 架橋 ゲル と同じように弾性体として の

性 質が支配的な spreading 挙動 を示魂

Fig．2に PAMPS 剥 マ
ー
溶液及伏 ゲル 上 で の

エ タノ
ー

ル の spreading べ き乗係数 α の 下地 の

ポリマ
ー濃度依 存性 を示 した。 ポリマ ー溶液上

で の α は高分子濃度が低くなるにっ れ増大し、

無限希 釈と考えることの できる理 想粘性 体であ

る純水 上では 、 α ≒ O．6 となり、 理 想粘性 液 体

での 理 論 値 α ≒ 0．75 に近づ い a 、っ た。
これば

低濃度での ztknJマ ー溶液は粘弾性 体としての 性

質が支配的であり、更に濃度が低くfsると粘性

体の 性質に近 づい η ・ぐ とを意味 しO ・る。

一

方 、
PAMPS ゲル 上での α には濃度依存性は見

られず α ≒ 0．3 とい うほぼ一定値 を示 した。この

値は 、 固体の それ｛α ≒ 0．1）よりは大きく、 低濃 度

側 におい てはポリマ ー溶液 上 での 値 より遥か に

小諭 ・。つ まり、ゲル 上 の spreading 挙動ば 高

　　　　 これ は 、 ゲル 表面 上 にお ける液 体 の

また 、 膨潤度が 100以 上と高い PAMPS ゲル におい ての sprea （lingは 、 花 N 模様の 非線形パ

ター
ンを伴うことが分か っ た。この非線形パ ター

ンは、それと同等の 高分 子密度を持 つ ポリマ ー水

溶液で はみられない もの であり
、
PAAm ゲル や 、

　Ka （0，IM ）水溶液で膨潤した PAMPS ゲル

（Fig．3）など、ネットワークが比 較的 自由で 柔らかい ゲル に特 に顕著に見られることが分か っ た。 以

上の ことより、このゲル 上 での非線形 パ ターン の発 現は、spreading のキネテe ス とゲル の 弾性変

形の エ ネル ギ ーのカ ップリングに依るもの だと考えて い る。
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Fig3　Snapshots　of 　nonlinear 　pattem　formation　during　spreading ．　Numbers　in　the 丘gure

indicate　the　spreading 　time，
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